
検査前の準備をする
　①本体（白色）とヘッドフォンを用意する

　②本体にヘッドフォンと電源（グレー）の線を取り付ける

本体からコンセント

につなぐ線

ヘッドフォンと

本体をつなぐ線

③本体の電源入れる

④選別を押す

*ここまでで準備は完了です

検査前に必ず自分で検査を

して動作確認をしましょう

聴力マニュアル
2018.3.23作成 堀口

本体

ヘッドフォン

本体
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検査の手順
　⑤バインダーを受け取り検査方法を説明する

「検査音は短い音がﾋﾟｰ・ピー・ﾋﾟｰ・と左右それぞれ２種類ずつ

聞こえてきます。聞こえている間はボタンを押し続けてください。

聞こえない時はボタンから指を離してください」

（人数が多い時には相手にわかりやすく、手短に説明しましょう）

また、ヘッドフォンは青→左　　赤→右　と決まっています。

装着の際にご案内しましょう
このﾌﾟﾗｽﾁｯｸの

部分をもって

広げましょう！！

他の所を持つと

壊れてしまいます

聞こえたら押す

ボタン

検査中の音の時にはその場所が

点滅しています

音を出している時光ります。

周波数を切り替える

音を出すボタン（押している間出ます）
応答ボタンが押された時に光ります

　　判定の結果を本人にもお伝えを
　　してチェックリストに結果を
　　直接記入する

検査結果の確認の仕方は・・・
正常なら・・全て聞こえてますね



異常あり・・右(又は左）の○○の音が
　　　　　　　　聞き取りづらいですか？
と確認しましょう。ただし、個人情報
あるので声量には気をつけましょう！！

チェックリストの記入の仕方
その他、自動検査で行う

  ⑧聴力検査は用紙がないので 方法もあります。

　　　直接チェックリストに結果を書きます
　　　　印鑑の捺印も忘れずにしましょう

チェックリストの書き方について
　全部聞こえてる場合「A」
　聞こえていない音がある場合は
　　聞こえなかった方と音の高さを
　　記載して×と書きます

  ⑨バインダーから検査のゴムを外してお返しします。
　　　　ゴムの色は　　黄色　　です

　★こんな時は…★
　*受診者様から「周りがうるさくて聞こえない」と言われた時

特に検査開始直後は込み合っていて、周りがにぎやかなので
「受診者様が多くいらっしゃるので、よろしければ他の検査が
　終わった後にお声かけていただければ再度検査をさせて
　いただきますが、いかがいたしましょうか」
とご案内してください。
受診者さんが希望されたらゴムは外さず、印鑑も捺印せずに
バインダーをそのまま返却してください。
もし、捺印後に申し出があったら、捺印を二重線で消して、
他の人が見ても未受診とわかるようにして返却してください。
（ゴムは必ずつけた状態で返却すること！！）

（例）
正常な場合

NP または A
右の低い音(30）が聞こえなかった場
合

右30×
全部聞こえなかった場合

全て×

ここに書きましょう！！印


